


（第３４号書式（Ｂ））（審査依頼人が証書貸付債権証書の貸付人でないエージェントの場合、または審査依頼人以外の貸付人のために証書貸付証書の写の作成を依頼する場合用）
シンジケート・ローン債権証書スタンプ押なつ等依頼書
年　　月　　日（電話番号、担当者名）

（届出印）


日 本 銀 行　御中	（届出印）



	（依頼人）



	








[bookmark: _GoBack]
下記証書貸付債権につき貴行担保適格と認める旨のスタンプを当該証書貸付債権にかかる証書貸付債権証書上に押なつのうえ、当該証書貸付債権証書を当行（社・庫）または下記の貸付人が貴行の融通金の据置担保または貴行と当行（社・庫）間の「担保に関する基本約定」（「担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）」を含みます。）にもとづく根担保として差入れるに際し、貴行に提出する当該証書貸付債権証書の写を　　　部作成していただきたく依頼します。
また、証書上にスタンプ押なつ済の下記証書貸付債権が貴行担保として適格と認められなくなった旨の通知を貴行から受けた場合、および適格性にかかる要件の見直しに伴い貴行担保として適格と認められなくなった場合には、当該証書貸付債権証書につきスタンプの抹消を依頼することとします。
　なお、当行（社・庫）が担保差入のために提出する証書貸付債権証書の写以外の写は、当方の責任をもって、下記の他の貸付人に交付しますので、念のため、申し添えます。
	証書貸付債権証書番号
	債  務  者
	契約締結日
	貸付日
	最終返済期日

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	返済方法
	金利設定方式
	摘     要

	
	
	

	貸付人
	融資額
	融資残高
	※適否
	※備考

	
	拾億
	百万
	千
	円
	拾億
	百万
	千
	円
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




※    （連続表示）

	スタンプ年月日
※






	

	返れい年月日
	




（注意）　１．審査依頼人が証書貸付債権の貸付人でないエージェントの場合または審査依頼人が証書貸付債権の審査依頼人以外の貸付人のために、証書貸付債権証書の写の作成を依頼する場合に、本書式を使用する。
２．債務者欄には、債務を履行する者の商号を記入する。なお、債務を履行する者の商号と証書貸付債権証書に記載された者の商号が異なる場合には、証書貸付債権証書に記載された者の商号を、債務を履行する者の商号の上に括弧書きする。
３．変更契約が締結されている場合には、変更契約締結日を契約締結日の上に括弧書きする。
４．付随担保が付されている場合には、摘要欄に「付随担保あり」と記入する。なお、政府保証付証書貸付債権の場合には、記入しない。
５．「貸付人」欄に貸付人である取引先金融機関等名を、「融資額」、「融資残高」の各欄には、当該貸付人の融資額、融資残高をそれぞれ記入する。
６．外貨建証書貸付債権の場合には、「融資額」および「融資残高」は米ドル単位で記入し、書式中の「円」を「米ドル」と修正のうえ使用する。
７．本書式は両面印刷のうえ使用する。依頼書が２葉以上にわたる場合には、連続の表示をして綴じ纏め、契印する。
８．※印  日本銀行記入欄






